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オンライン授業の実施

3タイプの実施方法 授業形態と特徴

①オンデマンド • 教材を事前配布
• 好きな時間に学習

②音声＋電子教材
※LIVE配信

• デジタル教科書を手元で閲覧
• 音声のリアルタイム配信

③映像中継
※LIVE配信

• 講義映像のリアルタイム配信
• 黒板講義にも対応可能
• 通信量が他に比べて大きい
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M2B（みつば）学習支援システム

ビデオ会議システム
Skype for Business，Teams

5月7日から約4,800科目でスタート
※6月8日現在では約4900科目



学習ログ件数比較

3

0
200,000
400,000
600,000
800,000

1,000,000
1,200,000
1,400,000
1,600,000

2019/4/15 2019/5/15 2019/6/15 2019/7/15

e-Book LMS

0
200,000
400,000
600,000
800,000

1,000,000
1,200,000
1,400,000
1,600,000

2020/4/15 2020/5/15 2020/6/15 2020/7/15

e-Book LMS

2019年度前期
約1200コース

2020年度前期
約3000コース

コース数：約2.5倍
ログ件数：約4倍

平日：休日4：1 2：1
休日中の利用率が上昇

27,170,770件 110,220,952件ログ件数



事例紹介（春学期開講科目より）
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事例①：
1年生の必修科目「サイバーセキュリティ基礎論」
座学中心，各回に小テストを実施

事例②：
2年生の必修科目「プログラミング論Ⅰ」
座学＋演習，定期試験（記述式）

本日はこちらの事例を紹介

いずれの事例もLIVEとオンデマンドの併用型



サイバーセキュリティ基礎論 2019年度までの様子
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• 全学生がPCを教室に持参し，デジタル教科書を開く
• 教師は教室全体の状況を確認しながら授業を進める
• 学生は教師の説明を聞きながら重要箇所にマーカーを引く
• 各回の小テスト，演習課題により成績を総合的に評価



2020年度（オンライン教室）
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【オンデマンド】
• 事前に授業資料を閲覧しておくように周知（予習）
【LIVE配信】
• 各学生は自分の手元でデジタル教科書を開く
• データダイエットのためにビデオ中継は行わない
• 例年通り，毎回小テストや演習課題を実施



デジタル教材の活用
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ページを移動する前に，
このページの内容が
「わかった」
「わからない」
の反応をお願いします．

関連教材の推薦情報が載っ
ていることがあります．
マークが点滅しているとき
はチェックしてみましょう．

ブックマーク，マーカー，
メモ，検索などの基本機能



LMSを利用した小テスト
•毎回の授業時間の最後の10分間で実施
•各回5問程度，10点満点
•教科書を見るだけでは簡単には解けない設問あり
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学習ログ件数の比較

9

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000

e-Book LMS

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000

e-Book LMS

2019年度春学期：8週間
受講者163名

2020年度春学期：7週間
受講者95名

404,844件 238,232件ログ件数

学生一人・一日平均約40件 約50件



昨年度との比較（学習活動）
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・授業中の教材閲覧時間に差はない
→ 2020年度は1回開催が少ないことを考慮すると授業中の説明時間が増加？

・授業時間外の学習時間は予習を周知した2020年度の方が多い
・オンライン授業でも大きく学習時間が減ったようなことは見られない
・むしろ，授業の実施方法を工夫することで学習時間を確保できている

学生一人あたりの教材閲覧時間（平均）

163名
95名



昨年度との比較（成績）
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個人の学習状況と成績の関係
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学生1列が学生ひとり
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事例②：演習付き科目で比較
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2019年度春学期：8週間
受講者50名

2020年度春学期：7週間
受講者55名

146,062件 180,516件ログ件数

学生一人・一日平均約45件 約70件

演習の時間はオンデマンド型で実施
授業時間帯以外のアクセスが増加



まとめ
•デジタル学習環境に蓄積された学習データを分析

•対面授業（2019）とオンライン授業（2020）の比較
-授業時間中（毎週90分）の教科書へのアクセス状況は同等
- 2020年度は授業時間外の学習時間が増加
-成績には大きな差異は無し
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本日ご紹介できていない内容

• 演習付き科目の分析結果詳細
• オンラインプログラミング環境
• オンラインでの試験実施結果

※別の機会にぜひ
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